. 

> ： %%w ： %w：%%^^^ *：*： *:*::*: り * * 

^^^^^^^^^^^^^^^^^^：： i ：:,:：:：,„:：： i „ i ： i ：:„* ，::: . 

でぐぐぐご,ぐ,ぐぐぐぐ,,ぐぐ,ぐぐ,,，ぐご,ぐ,ぐ,,，ごぐ,,，ぐぐ,,,,，ごぐ心,,，ごごぐ,,，方ごぐ,。,ぐごぐぐ,。,ぐぐぐ,,ぐ心ぐぐぐ。,ぐ心ぐぐ,ぐ,ぐぐぐぐ,ぐ,ぐぐぐ。,ぐ心ぐぐぐ,1’， ，.が、，‘，‘，‘化，‘， * .••_•， 

苗占哉心^苗心-ぶ品く-ぶ苗^^^苗-; 



!鑛駕 bg 麵犧止! 


通電中に! H ヒ*-夕'-巧ら麵をおろしたり、! 
網のを霞が大吉 < ずれた。 1 


雙難 . 琴巧攀贊 

30お/谴にフヴ…が G 鳥り胃動的に通電！; 


を停止します。（約30秒に寅せ i ず通 
電は継続され京す。）(:.•.を P ，42 1 


I おヒーター巧上に、ナイフやフすークな：約3日超)後にブヴーが鳴り賣動的に邁鹽を 
か物橫知寶動停止 i どの金屬製か物方质る。またな直径0细て H 停止しまず。（金擺製か轉哲段り P 葉くな‘、 

1未满）巧ホさな鍋がある。 I または離を交換してください J 舞:!も捶 "1 


I 驗挪讓赚辣離停よ! 天ぷら鍋の調底な)寅りや藥おが大きい。 


プザ-…が鴨り曾動的に通霞を停止します。 
(鋼を交換してください。） N :: •打為81 


知 

"D 

で 

截 

U 

で 

い 

把; 

だ 

蒂 

た 

U 

で 

と 


ミ 1 — h 謡操作パネんに講理物がをさてぽ巧たり..： __ t 謡操作バネん巧表ちに n ： 巧と表をし、 

I 上麵作韩難欄資麵 水漓などが付着している。上顧操作パおしに：韵10#蠻に2ヴ…が鳴む遷電を停止し 
^ i 觀など右-置いている。キ苦'畏搏ししている J まず。卜毎 I P ,47 : 


1ヒ""夕 ™ 通電後、約4己分（す一:ブン手動 
谓曼忘 ri 陳止賣勸惇止! は約月日女、、卜ーストは韵出分、適邁な 

i インは適湿壺お搔約15分）経過した。 


ブザ…*が鳴り質動的に遲電を譬止しまず。 
(こ.をお42、） 


i 舌胃底遍厦が巽常に上昇 U た。 

驗让.藝 » Ji < i ^ M . i 毀•排気□が戌さが巧た‘りして...本谅巧 
I 部の遍廣が翼萬に±.昇した.。 


火力鋪御してお鋼庸漏度が巽萬に七昇し 
た塌合は、ブヴ-…が P 烏り臣動的に通霞を 
停をしまず。（麵區な)厚み、異離村屢、ま 
たは敬 • 排気日を確認してください。）乂 
n が弱い場をや錦巧種類にぶっては、この 
機能が疆 I がないことが窗ります。卜> R 4 S ! 


I トブン i 霞麗脚:薑動惇え! 才-"ブン巧の湿度が異幫に1;昇した。 I 


プザ■-が鳴り實颤的に逼電を停.もレ泰す。! 
(才…ブン巧を冷覇し‘でください。）卜を '^4 夏 ] i 


■&街 :命 强ホ ™ : 

/ m 運 M 鑛巧； 


トッツプレ…卜、暫す…ブンが高蟲（釣 S 日で 
じ让.）になっている。 


高温す愚表おが消える器で體らないぶ5 
にして<ださい。高還を意表ち中は自勤 
調運はでをません。 


す-^り巧才^!電源 r 入」巧が態で韵 3 日お放置された。 I 真5的 b ： 青 f 安置苗!置岸側 r 思衷お 


鑛麵底の厚さが薄い （0 .结で !- り!；(下）錦は、妙めらのや空 
だき®強玻巧ぶ力で©ご使周はひかえ、弱が巧火力 
で使巧してください。（謂底の変おを訪ざまず。） 



鑽同じ謁でを、左‘ち•中央の! H ヒ…夕…-で乂力が異な 
る場合がおりまず。またかさい謂では、通頸できる 
場爸'とでをない場合がおり莱ず。 

顯左‘ち‘中央如夕™"ぶ同詩使乱または鋼の種類 
忙ぶって.，音!:ジー音、ちす方ず昔、す…ン音など）ザ 
発をする場をがあります。これは纔力黯による麵巧振 
動で，，異常で!まありません。そのまま使库してください。 



_圧卜こーター をピ ー■ 夕 一- 


嶺鍋底®ぶ分や?ちれ、巧®鞠などは、必ず風を啜ってか 
ら使用してください。（讓が勤いたり、還気が®出した 
りトジブプ L / … H ごちれが馈菁するおそれがおります。） 



水おや汚れ、巧霜物はふ 
苦-取ってか S 懐ラ 
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洋右と™夕™で說嗎しでいます: 


4: 々 WJK 夕 WWj 巧 JWW 巧?* 扣巧 JK 夕? • ?, 



臣纖凝;緣纖纖滋缴 
綾纔錢纔黨毅黨毅 i 


〇 

@ 


材料を入れた鑛を 
IH t ™ 夕~獲中央に讚く 


If 」黎 r ピッ j と鳴惡熏で輕し、 

電源を入れる巧:/前捕野 urr ) 


篡ぶ卜多…©壌會陳 i ;;; 


中琪ピ W 夕 W を塌熟ま1： 


〇 

@ 


臻靈の火劳を禪 b 、 

ランプを点なさせ惡 
圍を觀1腳し、通靈ずる 


調理する 


調理が終わった6 


ぉ4^£3 3 み ム T 1 

黎禪し^獨疆题が韻 


続けて镶わないとをは 


| ■^^^^••• •••• •• ••• •••••• •••••• •••••• •••••••••• 

お爭し、電源を切る 

重号ンブがミ餐好し聚す） 



:;蠻*レ""、みを计などを煮たり蕴がたりず讀とを 
f i ま火乃を顚もにし、とを艺きかを還ぜる 

拔鍋底に排聽したみそ节カレーのん一などが適まる 
と興然をを上げたり、範が留能上がることが茜り、 
吊たど令トップフレ…卜が割れるおそむな適ります。 


ggwwQggpPMqwpPOggwwQMWWqwwwqww 

gpgyggggyggggggssssggssssyggssssggssgyggsgj 

SRSRRSRRRSSRSRRRSSRRRSRRSRRRRRRSRRRSSRSRSjJ 


i 嶺調理中なをざ思離 ri ず、調選巧怯上がりに替わも 
f 火力を調節しでください。 

瑶麵屬巧薄いをの、麵屬が反っているフ5イバン唯麵 
なと 1まで予熱すると兼熱する穩昔が簽な莱す。 

蠻み量を油奪入れて带熱するときや t 等熱の撥で 
殖を入れるとをな、火力を顯をにずるなど憑熱し 
ないぶうにしで< ださ U 。 

装油の逼道が急讚に_上がり、油が発火することが藍りまず。 

覆火丸が強い場を、離ややかん巧形状なと'によっ 
てはみ逆こ據れが：)、蒸気が勢いよく出るおそれ 
があり棄す。满とうしたち火方をでげて < ださし1。 
嶺黨迹みなどで漂轉閣ご镇擢誇设、違中でかき還ぜるなど U 
みきこ環れ璋觀ずつかせないよ却こしてくだを U 。 特に調 
理知マ…蓄灌おずるときな諭ずつきに注意して <ださい。 


矯「火力]キーを薛した後、約1郎张(開こ r 通/スタ ー H 
キ-…を醉さないとブヴ…が鳴り固動靖こ網賺ごれます。 


鑛聽理中に火力を謁難する!こは 
友-ちと〜多〜®場為は i 人お‘-か‘:‘;た‘.;:‘ 


中央と…さ™巧場島:ま j 


: w^. Jiin i im^ 

i 巧:碑しぷ 5 c 


タイ*為""填:健弓と;黃ま i ： 發 P ，3 君 j 


嶺トップ:ブレ叫、のミ晶寶がを勺 sere . な下になるまで r 屬 
遍注意 j 表示をし法す。 

‘ mm ' 


16雜を興してから、左•ちヒ…夕…杞攝合は i ;: i ! 


、 す舆と一ろ一の場合 id 


i を彈しでを通麗で-志まず< 















































































































































茲•若‘中央. -\ T 劈 i で調理をず覆(横で造、驚る、燕す t 焼〜炒盛を湿热憲 / 調運 Ga 類と火为調錦®質{装 
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鑛ちヒ"》夕™で說明しでいます。 

鑽を•若ヒ…夕…で罔睹に揚げを®はでを第せん。 


.S-AVVWW.^VbVSf^WiVSVVS-yVrfVSWk*j- .... 、 - •■VSW*VWW»V»W/SVWSVViiV»V»V.-_ 

— isss ^ saasssssassssasa ；:; :直;-： 33331 纖原纖化顆触^ 



■人い _=_■.■ 人い又 ^>> 

V-V-V ■ ソ■'■•♦パ 

載齡韻 



« 滤を入於な:倚屬®天ぷ受鑛を 
おと™夕™狼をおに讚く 

〇 11 L ……,… I を r ピッ j と瞻るまで辉し、 

電源を入れる(ランブ辨就[します） 

1111を挥し、 r 揚げをの j を 

S 驢許せ覆 

，….一,… 

1 C !;;ミち:;;;5;を;;;;漏;;;;;;;;;; i ; 铜 i 础週觀趣部：: 

W^, 塑;を i ! を;;歷を ii ; i ; を辨以遞鄉 S 發鱗^^£ 9 藏 

〇 圓を魏 1 魏葬し*通電ずる 


0 


を魏巧卿し*通電ずる 

兴己ディーが魔ったら疆遙で-舅% 


適温になった 6 調理する 


猪200送の速で調遇する場合1ま調遇薇苦:ごま、.. 
敏に囊遥しで < だ-さい:： 

調理が終わったら 

胃を梓し、通電を切る 

搞けて使わないと寒は 

11 [ II ]を葬し、電源を切る 

ンブがミ餐〇し裁す） 



ミ，••"ミ 

i 


r\ 1:镶树屬の天ぶを鍋據外な絕刻にお 
ろ:..-.-.が縷わな 

廬施.蠻速は郎〇ち巧吕 om しう〜 SQCD 角相8加し)"^ 

^巧轟閣で謂！する -灿 K 弧き.^^ 


兴ニュ ー 選煎 


ぃ C 祟 if 


ミ熟う‘， i ! 巧讀21術が 
ujy i 削が離巧づ 


• (1鸦病 齡 fi わか歸 r 绪證 软飯卜 
3韻お…キ!着郎麵--…- 


5留温設定 


irn 、.::: 

i ：3 u ' ろ;; g 

ぉ ！ SG 


細 刪 

を 離 


4^1811 


OfV - mf をを 


で蔚ウ: 


(駕好） i 

離齡<靈1; 


蔥蒂熱む聽了するとツ□デが鳴って J 
「適鑑 j を表おし束す。 

類800装®通で釣] 0おかかり京す。 




嶺卜 -， y :7: ブレ叫、の漏薇が約 sot 政下になるまで r 高 
遍注蠢 j 表おをしま'す。 

• ’‘ mm ^ ‘ 


1 Q 天ふ•ち鍋巧お爭乂れはトリ:: P ， 33 


























































































































































が Jin 


冷;讓食品 ij 

(う G ッケ • >ンす-ホツなど） 



つライ^ 
鶏の®揚が 
ドー"ナツ^ 


一.ミ--.. 

皆離.::ピ; 



素 a だ‘大学いを 
ボテ h チッブ！ 
魚の弗攝げ i 


rtpiik 1锅を、 野裳（し li とう辛子、しそ®蠻など）天ぶ5 

:ろ:::た:::::::::::::::::::も ::::X >み:く:::::が;:が^ : :-* i ； 苗，，： ■、， ： 

'屬酵難^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ : 


が，がこ。■こ■ザ: 

•纖严も 

;;二'-'二:'二 :;:;.;;: Z ぶ;-;:;:;.;;:;:;.:;:;;-;:;:';'3 '…… .-L 
蠻痛逼設定は謂摆時風遍蟲肖まです;;油量や杞轉こより異なります。また对辑が入っていない場合な、やや高が®遍度になり京す。 



& が^さ が ijfaa jcmo - なち £g さ〜 

Eft #Ts sp ^ O 

畫 XI もも I gal 屬罢^お！*? I 綠 


巧屬の天ぷ b 鍋な胡を瘦用すると還廈誕節濤肖飯 
;;蓝む《麵鹿な扣 S 患疑窠段;;棠毁霸麓:露提技: B 讓或苗 

も;お;;;だす片ぶ^巧お / i :。 も巧）ミ;；端さ’‘:む-ミ，、 

•-. ■•■*，*、■,. ■■‘■*•.■,,., >♦-..■■■.> *，. .■!, ，， f. ‘.《_■.•、■■ 1 . .，. >♦.■*•、I ,. ..<•* ‘，.、.•！、、*. .，•，■ »+，..,* •■■■, h . •. 

つこ-….-‘-’-’："::’"こ:- - ■こた----‘-;苗ぶも‘:：--:-.. 
卢,.-;で：;‘：ぶ,た’’：こ：‘，:.巧:•ぶ：パ:‘:.、:;.-: 

組ま:90 ] 装 （22 抑で L> 、ぶな)舍谓咨 G; t !L) 公-節凹で 
驅摆してごさい。錦が逼ったり殖星がみをいと、お7ぶ 
;;適熱をを誰驳す磊おまお秘燕り或す。燕起藍 M 思霉す;; 
ぎると、玻るれて皆けどやゾ撰朔襄露になり莱す。 


.廬槪 ぶ-;. 

療を 



:::ず 



穀次のぶう敲霞合、擢げもの銷反り撥®質動淳止が作動し、通電を停让することが海りまず。 
■鍋底が約：2巧!でな上反っていたり、整潭した鍋を使属した:覇含（鍋を交換する解苗… ) 

-麵盧や-ップブレ™卜に冀锁やちれだ巧遺している場昔（技手入 n をする解'的'旨;'3皆0 
，予熱早に湛苦珪ざ岩した場台（揚がもの温庭]ント己' HL / の設定をし直ず hr ! 181) 

縷油©禮類にぶって庶回連が站る邁農が異な D ます。（郊巧說明暫を確認してください。） 
澡お讀巧天ぷら鍋は絕刻'に空だをしないでください。 

鑛再使巧追は油煙がおやすくなります;， 

護撮げも®調禮中に隣®お夕■-で S をわかずなどを巧5場を、漏が跳ねて油の中に入5な 
いぶうに父力の驅難に法意してぐださし、 



天ぶ5 i 
:を惟りコ□ッヶ 
Xビツライ 



巧屬の見3':!5観’禮&：30浸（880げむの場舎 

自望巧 S ま cr き i irm i ian i itm i zi rm i 

iZm \ I Cm \ I lu i I Du i 1 3y i c yy i 


惡•為ヒ！夕！で調 g 思す覆為 f 巧る/温度調節©園寶) 


議龐油蕭霞剤を使用ずる塌筑ま、靡油凝國報の驟扱説昭盡をご覽ください。 
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o 


疑殺を入れた鑛寒 
IHki ™ 寶 ™ ©中炎 C 霞く 


奪 r ピジ j と«惡素で押 u 


霞憑、を入れる（ランフが点なしまず) 
111を辣し、 UWml ^ 

感させる 


を挿 U 温度を設定ずるろ 


@ 

© 


麵を約補舞し、題霞ずる 

礙赁遊ずはとをどをか诺莱ぜで.焦がつか-は 
ないぶうにして < ださ:い。 

龜畏時間瀑憑;ずると葉;だつく場台がおりまず n 


棵濡が韓わったら 


画幕舞し、通靈を切覆 


続けて使わないと寒は 


•••••••••••••••••••••••••••••••• •g-'^yo ••••••••••••••••••• ••••• • 

お學し、霞源を巧る 

(号ンプが韻好し第ず） 


證保遲でをる巧は、汁轉（みそ汁、ス…プなど）やカレー、 
シチュ… 巧みでず。になんや殺がも湖ま保疆でをません。 ) 
霸保遍でを?追麗はが] 2GQ 〜 SOO 夏まででず。 

お盛ず調輝終7薇のおたたがい請灑物を傑轟して <ださ U: 


タニュ…選煎 


> こ ，、 /i 

on 援ブ约をを皆弱 
yy 紙が/:燃巧テ- 


•• 韻的顧 !:( 遺む！词 N 保遍甥態 ]• 
— 邊 f 5 F ?1 请 gp 5. h - … 


保温湿度設定 


カレー、己'ずつ一など 


みそ汁、スーソなど 


雜磕廬お肖安です。調谱域の權類や量.、.謂©材質， 
大きさにより実験ぶ温廬と異なる塌合が鼓ります。 
续保遍中を讀，壁を変更できます。 


熱靈乂前45分で自勸的に逍耀を停止しをず。 
タイマ…を使うときは r •嘴 p ，3 資1 
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幾使用でをるつ号ィパンには需 y 限が燕り素ず。(:; tpj . を J 
馨をヒ…夕…で説明しでい寡ず。 



〇 

@ 

@ 


ミ薦磬を废 U く謀か暴た渡 

必ず：？安イ K ン擲 Ht ：- 夕叫 X )中染に靈く 


mm 

斑/み 


を r ピジ j と鑛證黨巧琴 U 
電聽を入れる巧ンプを端紋し繁ず） 


〇 


III 髮禪し、 r 歡をも敬 j 聚ぉま 
r 又キ j 奪点漏さ it 讓 

つ 34 ) 《ンに强を乂むてか資 

:か:::::;:;:;:;:;:::::::::;:::::::;:::::;:::;:::;:::::;:::;:::::;:::;:::;:::::;:::;:::;^^ 

圓を釣 1 殺舞し、還電ずる \ 

霜慶を反しくなかるためフライパンを\ 

中央か賓動かを蘇い \ 

メ a 7 V "" が鳴ったら適;嘉でず。 ! 


適温になった5調理する 


參運続して聽理ずる霉治な、弔孕く識摆赞を 
器に盛0、フライ巧ンを霖しこくだをい。 

調選が終わったら、ぶぶ：:は火赶を謂鱗したい場窗ま 

::::::;::巧も::::::::::: 

誦を挿し、麗電を切る 

猿火力を髓範したい場'をは、お好みの火力で 
ご f 叟沼<だ'をし\ 浸-1 

擺はて使わな,いとをほ 

が;を巧;巧を::ム^^置:ちを:を巧をを:お:;;を:巧:を:を:;:;:;:;:;を 

' r. V........... ...... ........... ...... ...... 人 .. ...... ...... ...... 

Hf ......... ..奪摔し,靈源を切る 

(号ツプが避を了し案ず） 


感「高;居珪愚」棄示がミ肖打し切了:心…卜が冷もてからご使用ください。 
發熱いフライパン i ま十が冷ましてか S ご使第ください。 

(油が過熱され、発おするおそ巧がおりまず。） 

裳号熱遠中でフ贵ム，てンをとりかえない、フうィ J ミンを動かさない。 
蠻適煙がをく出たら電顯を切る。 

菊ツライバン!まヒ…夕…の中灾に讀巧、調煙中なそ试を離むない。 
嶺遮遍になるまでフライ K > に材轉や水を入れないでご德用ください。 


二:! 


""選択 . 

::::::: 纽舶男ぶ巧的.リ苗…〜™ 

… .. 巧わかしをを:お r お . 

:…遇姑 i ►齡誦 |.f > 


命 


ず 

穀 

中 


• 。画画 搞テ-鄉场綺 . 

を野繁妙め が巧イコ…口' 

;括をが人！獲撫を患碰，，な岩，' 

おス尹…单 獲しようが磯安 

參すヤ…パンをタムレジなど 


龍をお離も! 


惡 

も 

t . 

I 

夕 

\ 

で 

調 

S 

思 

T 

覆 

保 


I 適 
適 
サ 

る 

まお 
热 
を 

i 

X 


^—、一:;^ ::::::::::::::::::: :: 

巧う .......... § 3 



C ?< n ： r イ…ジ 


潑予熱を S 終了ずるとッ G デイ™だ鳴って、 

「適體 . j を表ちし棠ず。 

榮皆奨ッ式イ;む賴藥ア儿，吉■:巧イ j むを除く)巧屬きは、 
約1おで r 類疆」表おにな0まずが、造寶7ラ'む 
界で適邁リインに使えるフライパン!ま，安をにず熱を 
わうた技;記1〜3分がかる場台が藍むまず S H お P , 121 
お急悲®場台は、お好み©火丸でご使用くださ 
い。卜を: FU 6 3 

潜「疆遍_1表巧蠻■■お n 日分で臣動的 iC 題電を停止し来ず。 

潑トップブレ…卜の憑度が锅弧でなて；こなる京で情’ 
溫注憲 j 表ををし录す。 

窺滅 
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ぶ:な町::;:：•が•ご解^^ 弘如* J お ザロロ； ザい±斗 

：ピ.…ッ … C 離も八‘， J ほ写。 

縷 7 ル S •鋼鋼 i ま使え素せん。 


巧ド-:-:- 




〇 

@ 

〇 


猶料を入むた鷄 1 ：仲. 23 .!を 

!H ピ ^ 夕 ^ 藏中楽に g く 


霉鑑 

恥'‘入 


111 を舞し、歎飯 j 巷 
点織をおる 



@ 


もが入 


f 田蝴し、戲 I 鑑まず) 


辩織设纖女 

が:-::-巧お:;:-::だお： 

おふ‘:ぶも‘;::’ぶが 

潑敕飯中な、飛まつ（泡）が飛巧散り京ず。 

:1ミミ：：:.ミ.：； • ミ:動 

で V 

證曽動觀飯は、約 3Fr - 40分かかりまず。 

避恢飯終了後、をたが闊かないときは懦乂 J で少し加熱する 
と開けや■す <なりまず。 

嶺蚊飯 0) 藉轉間が確惠ずると残時謁を表をしまず。 


分二:！"™選択 


ミ握け域謀雖 

ご I :錦靴離：;ミ-子： 


...... 〜 ....... こ 卷賺瞧縣、 ............) 

喔源を入れる巧ンブ找帮 II し薰音）/:;づ 


:-… 娟贈磅謂わか GM 瀑證~>厂她 i " ": 
令…-編聲网鸣哪…… 


33米®靈設定 


? 脱 
1カツフ 


，携 


L で巧 

2カジブ 




flj 前 

3カツブ 


議議 II 蒙戀!赛谭しぶ繁够量を護畜す覆 


圍を約 1 獅し、屬靈ずる 


r 高湿注意」表ち中は通電でさません。 


參嫉を上げ攘、蒸をしが終わ易と、為 a ディ 
が曉り、胃觀顿こ違*を停止しを-す。 

賣動奴飯お終ねつたら すぐに樣ぐす 
続けて使わないと理は 


j 颖をか!ずん設麗 ^ 

J 潑お好みにぶり软苦かばん（蟲底巧焦げ具合）が調^ 
パ 即ご;さま：す。 ミ; 

遍霞スタート楼の•女ンプ点滅卓（約 1 〇帮間）に I 



































































































































































I 


■ 

こ:;: た:た:;: こ 

圍 

、り/‘こ-つむ、リり」/ i 、 じ’リツと 

かを遲ぜ、水を素早< 
捨てる。 


誦囑 

- V パ: :• 


:彌:: V:,l 




善鮮碼ぃだ芭ざるに上げて雅分に水肋をずる 

蠻ざるに上げたまず放置しないでください。（米が罰れてべちゃつ苦の原因になり 
まず。） 

© 水を入れ30分な上遷し、氷を含談せ發 

^を籍 I ず 1B 驾關 W 

、為*^®^^3が3臣巧!調お為™ Ln / 


® 「雨ぐ-*洗い流す _ i をく 
り返し、水が艺れいに 
なる法で就う。 


:，:みこ， V ここ，=こ〇:::ごう:たこ占:■■，こ，•■こ •• •: ：：： 

■■'•■•■■■•■■■•■，■パ•■•■，■，'，■，■■■が，■■，'•く' ■'•■■■■ 

た::^*^^;顆 

膛か—ザ嗜:: 

遲婦姑 -ム:.. 

ミ-ミミ哉をミ載:;ミ‘:‘.かか:々:‘:;;.:ぶ載;;ぶ:;： 


® お遲は使わないでください。（ちが残る原慶になりまも） 

鑛アムカ U 度の高いおで獻飯すると、ごはんが費変したり、ぺちを: 
場合が藍ります。 

蠻黑洗米は:、盛す腹がらかき遲だ米と水をなじ莱甘でくだをい。 


:いた G ずる 


.重‘^.;.を 

"••:：；5^ぉ"严'™ * * :ミ…‘ 

:•も瑞;ミ J •: .•ミ 



控舉 

氷 

1 ぶツブ OQGmu 

'招 Grr'iL. 

答为ジブ （ 3S 妇 ni し） 

4占 H 」 巧し. 

3 为ジブ（扛 40niL) 

己已 OrrnL 


画 




® 量をはかる 


鑛卜、‘3カップが炊け京す。 

鑛軟き上がりをお好みのかたさにしたいときは、水崖を遺したり瘋らしたり 
しでくだとい。（遭適する擊な] 0%までにしでくだごい。） 


蠻米を計量为ッブで陆かると送 

娛飯器のカップ0召 OrnLj 
1^1；：^,,.’.々市販のカッブ巧 OQmL ) 


さり悲 D ではかる 
1咨日 rnL 巧圉盛りに合わせる 




陛漏^爾 
黨 . 诵 

X 

を;ミ;い;;;つ巧ミ 

1 i 

1 ..虐 

齡が纖 


1 1 
設•くゲ纖 


米を莉 f ぐ 


® 充分に就い流してください。（おこばがお来たり、 
夕す]貴 < なる原麗 i こなじます 。 j 
® 熊親米をご儘.串のとをは、水を.入むてにごりが強 
い塌をは輕くすすし V ごください。 



•>« Lt -^ .う-..—し‘ッ： J . J . 


難魏衆 

つレ 

巧 V 

] ホ ジブ 080 のり 

94 G 巧 L 

3 巧ツブ (36 日 mu 

4已 OnL 

3 ホッブ巧 40 rn し） 

色3曰巧し 


■•が:が::货巧が:猫:说巧::货巧说::巧だ就^ . 

. ♦ ♦ * 

♦こ♦ここ♦こ♦‘こ♦こ ♦ :: * 4 \ ‘ **； : 

.... .. ' 

， ‘ ，か :,: か : か :,: か :‘: か : か : だ ^^ *♦** … いいい •… *"* *•" … **•* … *••• …… いい "•… * 

蠻水量••••調お料の分置だけ減らす（米は? k . だけで漫す） 

幾具…-米©重さ巧: 30% 程度 

嫂く.直前に•.調睐积摩入れてかを混ぜ、具を米®上に載せる。 



•、，♦、••、マ♦、，♦，が*、•♦、，♦，が♦、，♦、■•、マ*、、、 
•••，•，•，••，，が•，•••，•••，•••，•，•••，，••••，•，•，••，，•••••，か 

描:就ろ说靴说が再お巧 

••が*，がが*，がが* VV ががが*，•，がが* V 
•、，♦、，•，が♦、，♦、、，仲*、，♦、，•，♦、，♦、，•，が*、，*、， 
*•*•*•* •••が'*•がが*•が*•が'* •'*•••*•*•'*•*•*■ 

•■が*，•，八，*，*，*，*，*，が*，*，*，*，が*，*，*，がが*，*，*， 

•:か:•:か:*:か:,:か:がか:か:か:か 


X 磯敬-巧靖-徽織を‘ J 一巧ん中___中 A 己ム 

v * ww < •*•*、、，、*.%• r . V . %，*•*、••,,. WWW ザ 、 All Tr ^jTi » 4 »^、>***■■ r \ た■■■み O i 

懸啟进紋鮮でソ 7 熱をかち心、;^てな适し 7 L 项口 

嶺日分な内でおれが、胃す…"を揮し、 


-麗鹽電を切り、再操作できすす： 


舞日分な上たつと、胃觀では嫉けまがん。乂力調節して撫いてください。 

* 凍と5までえ力「4_|、蒸気がちた6火カリ j (釣]己お）-通電を切って熬らも 


超•若11夕！苦賣動調理攫ずる(質動炊鑛} 


2 0 
































































































ぶ:がで:用でだ:だだぶ巧も 旅■み "I J 卢、 でご M 日口 3 〜r :、ホホ 

; ;; ; ;; ;; 猿も卜夕づ‘鋼してい東す 
雜户みミ。銅織ま德え祟せん。 



さないでくだをい。 

猿ホ:量は！〜2し（遍水量の6巧％)までとして X ださい。 


〇 

@ 

@ 

〇 


水を入れた鱗带がな、知審 

- 夕《-勞率央に麗く 


111を舞し、[績わかし j を 
点滅をせる 

1111 i を舞し、還ねかし圆節をず^ 
を釣 1 砂ま窜し、通電ずる 


r 高温注意」表示中は通電できません。 


猿ぶ^ず!をたをしくたさい。 
i 火二:!™選択 


乂 


S 5 U ,,,, j を r ピッ J と n 覆讓で舞し、 I 

靈源を入れる巧ン:? t 樵舞 b 蒸ず ） J 


蹲 庶^ 

.が; 養拙レお較わ-す 


、 禪稍码 義禪わか U 刮簿鑑 jM 资證卜-; 

……， la 歷觀驢麵…'鼻 


體むがし謂難 


L 


わ贵やずい墙台 


覆準 


^ P ri 

わ哥こくい場合 


蠻お湯がわくとツ'ヴーが鳴り、約1〜日お禪棵 
還します。 

獲保漏が終わると夕;□ディ'が鳴巧、臣雲細を 
に麗霞を停止しまず。 


爾^ 3 かし中 

をたの謂謂、ぶ®追加はしないで<ださ L ん 
お讀がわくとブヴ…が鳴りまず。、 

邊。ぉ/ 

戀龍の巧 M • 大をご-水 S • 水量など!こより、お 
湯がわく前にブヴ…が禱コたじ K わいてをすぐ 
^鳴らない場含ザあります。 


@ 


\-. 


績けて使わないとをは 


巧 A な其 f ^ 、?31? i 

蓋/引 . 带摔 U 、 電源を切る 

'''''' . (券シブが潑訝ム寨す)'' 


猿トップブレ ー h 城這度が約8日で拟下になるまで r 轟 
温注嘉 j 表示をし; r ま。 

:‘節龐 
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© 招料卷入むた錦を 

お己 ™ 夕 ™ 带中歎に 置く 

口 

V SL .1 贈 


@ 

@ 

〇 


If L_J を r ピッ j と鶴覆器で押し、 
靈源黎入れる巧ンブが就 T し棠す) 

fes を揮し、 r 煮をみ j を • 

点滅させる 


强耗 b 、 煮这みがげんを證定する 


@ 

© 


^葛綺1秒舞 U 通議ずる 

蔡煮ぶみ中はとき'-どきかき某ピて、篤，けっか 
わないぶ:5にしでくだごい。 

馨漫載閣氣をだと焦げっく場合が恣りまず。 

駕なみ‘が總わったら 

I 誦寒持 b 、 鐘電を切る ぐ 


鑛けて淚わないと苦し: 


SL 


..... を禪 b 、 靈源を切る 

^ {5 ンブが消斑し兼す） 


W :…"… .一 

編み 


嶺麵の大をさは材粒と煮汁を入むたとをに麵の高で‘ぶ 
1/吕…1/3今 S いになる大芝さが遠しでい京す。 
蠻駕汁の量は材料がかぶるく 5いが圉教でず。 

蠻調理馈が沸とうした5慕込みます。 

猪齋迹みで连蟲のはカレ捣じを7もボ h つなどです。 
猪煮:这みでをる養は約 4 Q 0 …爸 OQ 空第でです。 


タニ:！…《選択 




• { 簿遺 1 M 蠢線 V 
— 1^^!!. -…’. 


煮逵みがげ/ U ® 設定 


カレ…やシチュ…肉じゃが、筑前煮.、ボトフ•.おでんな. 
などとろみをつ曰*-ルキャベツ、ど汁気の多い謂 
ける謂理や少なたこ®トマト煮な煙や®がをいと 
い量で調理ずるど®調覃に便いきに使いまず。 

レ■一 ■ I A rvi % ニト- r> — F - 产 t 

し_じ！し!: S ： レ i み y 。 み y 。 

黛煮込みかげんな肖安です。調理が態を見なが5調 


黛煮込みかげん!さ肖安です。調理が態を見な 
お P して、，たごい。 

啜煮込み中を煮进みかばんを変更でき妾す。 


潑靈大 約45分で屋聲]的に遵叢を停止します t 
タイマ…*を使うときは嘴 P 3 护1 


-卜の遍愚が韵9び GU 下になるまで r 嘉 


ii 注憲 j 表ををし暮す。 


...... 


惹•若， ir 夕""苦質動調選をする C 賣動顯わかし)\中夹.ご！夕！で調選をず蟲(黯違お•保邏) 
















































































































































祭受理にはアんミホイル、クッ半ンクシ…卜、才…づンシ…小、 
グ。儿谓巧ちなどを入れないで使巧して<ださい。 

蠻籍獨と受皿はぶずわットして使巧してください。（やけど 
や乂巧巧原慶となります。） 

辕叟邸はホルダ■…にセットしてください。（おルターの接 
を韶に®りあげた 0、 下ヒ ー* 夕一に塵接載せないでくだ 
さい。.;> 

猿燒網は支え部を手卽にして受亞 I にわ心^卜して<ださい。 

愁す一::ブンドアは 
つ□ントす…ブン 
に密着するまで 
韩し込んで < だ 
さい。 



猿ホ.ん夕…先端に頸りおたているす：!…ブは、才…ブン 
の開雜勸作を円遺 I にさせるたをのものです。取り外さ 
ないで < ださレ。 


或え部 


焼網(消耗き r 堀) 


受 on (措 


雨す熱チュ…ブ 
滞り夕なないでくださり。） 

T ： 卜夕 

. 



つ□ン h す""ブン 


才-"ブンド ： P 



猿才…ブン使熙時な必ず換気駡を使指してください。（調理ホ、排気□か b 遭が出3;ず。） 

«才…プンドアの H 態は、す…プンド7’定)とっての中巧を持って巧ってください。（それ仪外ではす…ブンド;ドの M 體 
がでホない場合があります 。： i 

® 焼網に材料を載せると舌は、焼網か5はみ出ごないぶうにしてください。掉ホ斟がヒ-…夕…-につくと発次するおそれ 
か被勺ぶ Si 。； 

@違続してで使情になる塌替 i ま、毎回籍鋼と受盟巧巧巧を苦れいにし、すーブン庫巧の遍度をでばてび b 謡理してくだ 
ちん才…ブン犀内の運度が高いまま調理すると、をンヴ…が化しく働かず早致に調理が終 y したじ、調遲時簡が慶 
くなったりします。（嵩湿のたをやけどに注慧する。） 

蠻自動調理®途中で3ブンドアを顯けないでくださし、上おに讚理できません。 

錢長聘間:す…"ブンを使用すると、才""ブンドアのと-っでの下綱が熱くなるのでごを憲ください。 

猿調理中、すーブンドアだくをったり J 骂りに讚がついにりずることがあり速ず。周りについに麗はなさんでをき頭っ 
てください。 

驚才…プンドアは松っくり開離してくだをい。（謂還觀が焼鋼から落ちる場食があります。） 

辕づ万 X 容器や陶器容器は、焼網からずべり豬ちた D 魏擺巧傷つきの原廣となるたを容器の鹿にアル吉ホイんを齋着さ 
だで使用しでくだとい。 

蔡才■-ブンドア周迅か5題やぶ蒸気が漏巧.る場合があり沫ず。 

蠻調理中..暇•排気カバ…"の.上!こ麵などを圏いて吸•排気口をふさぐと、才…ブンド; P から煙が漏れたり、才…ブンドアの 
屆閣 I やす彌に露がついた.り L ノます。 

鑛夕'ふ-ミホイルを使5とをは、と…夕…■に觸れないよ5に注慧 U てくだ-さい。（と…■夕…•につくと発みするおそれがあります。） 
幾をちはヒ-…夕…に触れるので烧かないでくだごい。焼く場台はつ丹イ JC ンで焼いでくだごし、 f ：¥ p ^： 

I ：‘！！‘！！. 觀重電してしが5くの間、前回の麗理でヒ…夕…についた目旨が別熱されにおいを煙がおることが远ります。； 

I . 霸謂理中、拉料の謂などが下ヒ…夕…辟受風に落ちると、におい誓煙がおるごとがありまず。 i 

i 额語彈中はと…夕…がついたり消Xたりしまずが、遍度調節して U るたがで故誇ではおりません。 ： 

I 嶺調理置蠻に才…*ブンドアを引き出'さと、煙が前菌から出まず.特に脂分の多い魚などを齋いた显とは、！ 

? 30殺程度待っでから引さ出して < だごい。 ； 

S 嶺 ご— 夕—巧 クリ—ニン グを遠中で終了したときは，ヒーターについた;脂が顆るた社)、次回謡理をする； 

； とを、最魂ににおいを煙がおることがありま:ず。 : 

i 發才…ブン調理な;^二:!…に豚じて J： •下ヒ…夕…を自動的に切り霄えまず。_><ニユ…によコてはよ•下ミ 

S と…夕…^巧邁麗を細なぐ巧り替是るため、と夕…が赤くならない場合が志)じまぶ'。 ! 

I 鑽を動調單は上-下ヒ…-夕-…巧通霞を翻かく、切り藝えで同直を焼を上だるたが、国動調運で謂!遲するとを: 

! ぶりを化 J:: がりに時間がかかる場合が S りまず。 : 
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蠻濡を調理する場這■は、尾をぶの薄い部がだ焦け令ずいので、 
焼網の苹前潮に障を向けて < だごい。 

蠻焦を！ ’-4麗焼ぐ麗をは、.ヒ…夕…影状にぶり 
■く伍置で焼きをがつきに <い塌をがおりま 
ずので魚を舞姑こ置いでくたでい。 

嶺麗體也けラタ油などを塗ってお < と調理鞠が 
婿龍!に村着しに< く、軟り出しやず <なりまず。 

鑛焦げ岂巧つを異合1ま魚の禮頻や大さを、脂の 
巧り具合、魚巧遍鹰、植のふりかげんにぶって 
違い京す。（塩のぶる置が聲いと焦だ臣だ強くなり京す。）お 
巧みにぶり「仕よがり」キ…で調節してくだ立い。 

敏年魚（さんおやおじなど')!ま、焼を语がつ更!占くいので、調程 
する飾1日〜2日分前に塩をぶっておきまず。 

猎冷嚴して恋る魚は、ぶく辭凍してが b 魏いてくだごい。魚の 
内部が冷た:いた曲、巧まで乂ぜ通りにくく兢き不足になったり、 
遍度セ:ンけ…が正 U く働かず鏡を週ぎたりし東ず。 


二广.二-■ん I - /Mil 

-す-円!_!お Jj 


霸厚みのある就ま、そのまを焼くとをずで火が通 f： 扣くく、競を 
不足になります货で跑こ切む目を入むてください。 

嶺焼網よりも大をな魚を調署する場合は,.半货に切ってください。 

蠻镇數の赏品を焼 < ときな種類、大をと、厚ごをそろえて'< だ 
さい。みさい百巧辟:おぶ通り令ずいをのは、鼎を疆宏になり 
莱ず。 

菊塩さんま（左）は、保存（祥屬）期間が2日投上巧場合、切鼻- 
むな巧;^ 二.::で擺いてくだをい。 (皮が乾燥しているので 
把锅き；>< 二っ""で姬くとおが裂けたり篤げ唯ずくなじます。） 

鑽は6わたを取ったさ A 志（生）は、切身，ひちのぶニユ""で賴 
いてくだをい。 

類つけ焼をのにれは、よく落としてください。たれやみぞが聲 
くついていると焦げやすくなりミす。お好みにぶり r 仕上がむ」 
キ…で謂節して‘ください。 


嶺藻食蟲を謂理するとをは、觀蕉たずに}を*巧蒂ま調鹽 
して < ださい. 

敏冷蕉ビヴや冷藏ピザを關晋するとさは、包装をがしてか b 
アル云ホイルをピザぴ)京わりにそっており曲だてくだ'さい。 

银爲遵ブラタンを調理ずるとすは、包 S をがしてお6アル 
.ミケ…ス面のま某入れてください。（幫ぞレンジ课のブラ 
スチック養器の冷凍グ寺タンは.焼くことができまだん。） 

猿焼を目豕などの中までおをとおすタニ::！は、度材巧陛さ 
を 4ciT! な下にし/こ;<だごい。 

發調理ずるとをの置立方!よ、國の濁のぶラに麗網の巧ぶ韶 
に讚いてください。 


ビヴ 


ジうタン1[3]おタン2陋 


鶏巧 鶏® 

A - ブ提を!转 A -:?.齡额 




乂 ：>ご-早■ゴ… ■心》ごご;；；; . ::: . み ; I ■■…こ，こ:':■■■■こここ-- 

:_:; t ： _：： !：_ 


ず端副 


爭前翻 甲前側 


爭前觸 


手前側 


發受耶におを入れない。 

銀 かごくて燒調に載だが通い場をは、乃にをぶしを敷いてから載甘る。 
® 食扉やアんミホイルなどが韻網た句まみ出さないように載なる。 
够 器や墅の高さは 4 cmi ；| でのちのを使5。 

媒ケ…キを焼く場合は巧に巧イムで作った型こ生站を谎 Ui んで痛く。 
猿グラタン节アップん；；イなど器や型を使って焼くと哥ま、器 
•作型の底を乃レミホイ J しで哲む。 


鑽著屬の:段す舌がつきす苦ると君よ乃にホぶレをがぶ社て焼く。 
鑛加熱違をで様子をみながら加熱し,器を型の前後を入れか克る。 
鶏焼を魚げ讚ずざた0、薄ずざると贵ま邁魔を謂節する。 

蠻ケ•ーキの親を上がりの回ちはが學などを齊してみてを地が 
つがないとでさ尘がむ。 

嶺莲続して磯く塌含な焼舌詩間.を短くする。 


敏覺肥に糸を入れない。 

楽辩擺に乃に巧イみを穀りて焼くと焼さ鱼がつ苗こくくなります。 
海食なの厚さは4打でだ,下にしてくだ'立い。 

海連競して燒く場をは様子をみながら調理し•焼苦時間を短く 
する。 

獲冷凍さむたパンを焼く墻をは様子をおながら驅理して <だごい。 


敏謂彈するとき巧鹽を巧は、圍巧 
例巧ぶうに焼謂の中界:部に置 
いで < ださい。 


j じ'1较 


A ン都 


而に;;;. 

:::;::こ:;！ ii ' 


ず前側 




手輔副 
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ホ！ブンで調選卷する C 調選幕す是請に/調理®お V ン h } 


















































: S 巧? SSSS ： SSSSSSS；SSSSS う 
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JA ! 差 AA 
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W 斜霉焼網®上に鑛が、ず^ブン^^:^奪 
磯業に認锭避。請體|繫雜パ秦 ib 寒顯く 


IS L ,_: j を r ビッ j と®る讓等轉 u 、 

電源を入れる巧ンプ好点なし惠す） 

押し* ' 


驅腳 - - 

口~" *• 。■-«〜夕《^ よご甲〜も* 

：7ゾブを点なさせる 


なとがが'父;)/為透 

;が-:-:-こ-:こ-:-::くか:-:-:-:-:こ:。 


^: ：;：!を押し* 


巧料に適した化上がりに設定ずる 


锅學し、通靈ずる 

>/ロディ…が鹽つたら終了です< 



なとなが細/娘 


i 确主ぉ; 


為！於 i つ. 乳 


山-船结’…口。 

わイムド f 畳靑 I 
日が骑き置 U 
谋狐錯ミ狂狱 


蠻魚焼き置麵围裡は®]に旋入れてち罷鍵できます。 f 淑隨託 Or ! し） 
潑調選中はタニユ…おぶび tt 上がりの変票はでミま时ん。 
磬調題潮を入むた萊まに1/ごおくとクリ…ニングや余熱で 
焦ば過ぎるごとがありまず。 


だュ…靈訳 


(MI 




k ろ般.洗巧をピザ 
の徽媛が巧々おぶを媒爱：ぶお： 




^ 祭'^^^ 知^^^ 扭 


法上がり設造 


嶺跨間表示に f ;と表示され. 


時間を表示し 


1巧鱗蒙’，谦轰终鞍娩み卜’ 
嘯備がピザ纖?—か 
L がつ巧^巧夕3：^ンが象媒篆 


i ら調理®鶏 


:怒沒お謁 


: e •な•こぶ•.•こ*^去: 

篇ミ 

••’ V ， w^vwvw^vwv^vg. •， •, 

喷巧 


調理物を取り出しまず 


競けて搜わないとホは 

SUJ を押し f 齋聽薄ず）、み, 


鑛調理が籍了すると約5分韓、自劃的にと…夕…の 
ク U …ニング（[ミ表を;）を巧し\ [胃 1'- な:;ンプが 
点顯しまず。（ヒーターを加熱し—__ __ 

‘ごヒ""夕一に村着した j ] 紛を魏き！ iii ; 

切ります。）龐宝が是りないと苦::;;:;; 

な、追加焼をで樣ぞをみながら、■■■■^"? 

さ岛に焼いてください。にお p ,34 ! ^ 

鑛ヒ…*夕一のク U …こングを違中で終了したい塌 
合は、誰 j 起罕してくだをい。 


翁摩巧の混度が韵泻〇で政—鬥こ 
.'よるまで r 掃‘ミ嘉选意 J 表巧'を 
'〇式ず。 
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